
 

 

 

 

 

スターリング・ルビー「OCEAN」 

会期: 2026 年 11 月 4 日（水） – 12 月 12 日（土） 

会場: タカ・イシイギャラリー 六本木、京橋 

オープニング・レセプション: 11 月 4 日（水）17:00 – 19:00（六本木） 

 

タカ・イシイギャラリーは、スターリング・ルビーの個展「OCEAN」を 11 月 4 日（水）から 12 月 12 日

（土）まで開催いたします。本展は、草月会館で大規模なインスタレーション《SPECTERS》（2023 年）

を発表して以来となる日本での個展であり、当ギャラリーでは 5 回目となります。タカ・イシイギャラリ

ー 六本木では最新の紙作品と陶芸作品を、タカ・イシイギャラリー 京橋では、約 10 年ぶりの発表となる

スプレー・ペインティング「SP」シリーズの新作を展示します。 

 

この 1 年、スターリング・ルビーは、ハワイとカリフォルニアの海岸を戸外で描いた、親密な趣をもつ一

連の小品に集中的に取り組んできました。スケッチブックと携帯用の水彩セットを使って制作されたこれ

らの作品は、それまでの大規模なスタジオ制作とは明らかに異なるものです。広々とした空、濃い霧、荒

れ狂う海を描いた小さな画面からは、19 世紀前半の名高い海景画にも通じる感覚、すなわち「崇高」が立

ち現れます。芸術家たちは古くから、海が呼び起こす畏敬と恐怖を表そうとしてきました。なかでもロマ

ン主義の画家たちによる海景は、実際に風景の中に身を置くことで得られる感情や個人的な体験を重視し、

新古典主義から離れていく美術の大きな転換を示しています。 

 

海はロマン主義にとって欠かせない主題となり、J・M・W・ターナーのような画家は、晩年の数十年に

わたって、海辺の刻々と変わる大気に魅了され続けました。同じ頃、地球の反対側では、葛飾北斎が《神

奈川沖浪裏》をはじめ、海を題材にした数々の名高い作品を生み出していました。ターナーや北斎と同じ

ように、ルビーも実際に海を目の前にして繰り返し描き、その一瞬ごとに移ろう気配を捉えようとしてい

ます。静かな水面にはたまり広がるような灰色を、雲の映り込みには乳白色を用い、立ち上がる波頭は崩

れ落ちるような筆致で描いています。 

 

こうした大きな身振りは、新作の陶芸作品やスプレー・ペインティングにも見られます。ルビーは粘土を

削り出して、長く弧を描く峰のような形をつくり、その表面を青、紫、金の光沢のある釉薬で覆うことで、

水面にきらめく太陽や空を思わせるさまざまな反射を生み出します。しかし、海上を覆う雲や霧の重さが

最も強く感じられるのは、再び制作が始まった「SP」（スプレー・ペインティング）シリーズです。新た

な空間性をもつこれらの絵画（いずれも《SP. H.》と題されています）は、タイトルと、各キャンバスの

下部を横切る明瞭な画面の分割の双方によって、水平線を意識させます。各作品の中心となるのは、空と

大地の境目に浮かぶ、光る目を思わせる二つの光を帯びた領域です。この二つが画面の内側から光が発し

ているような感覚を生み出す一方、上方から垂れ落ちる滴は涙や雨を思わせます。大きく広がる空は海景

と響き合い、海の水平線が果てしなく続くような感覚を生み出します。 

 

広大な太平洋は、日本とカリフォルニアを結ぶだけでなく、環太平洋地域とその島々に育まれてきた無数



 

の文化をもつないでいます。そこに暮らす人々は、古くから海に敬意を捧げてきました。古代日本やポリ

ネシア、アメリカ沿岸部の先住民の信仰から現代のサーフカルチャーに至るまで、海をめぐる神話は尊ば

れ、その周期やリズムに従うことが一つの生き方となってきました。文化を越えて、海は「命の母」と捉

えられています。海は聖なる源であり、宇宙観における入り口であると同時に、相反する性質が均衡した

特異な存在でもあります。命を与える一方で奪いもするもの、時に制御不能な力となり、また時に穏やか

に広がるものでもあります。ルビーにとって、海を描き、造形することは、こうした瞑想的な側面と切り

離すことができません。寄せては返す波音は、海の呼吸ともいえる普遍的な響きを伝えています。しかし

同時に、その場所に身を置いて描くという現代的な行為と、主題そのものに深く身を浸そうとする試みが、

リージョナリズム（地域主義）をあらためて捉え直す契機となっています。 

 

ペンシルベニア州の農村部で育ったルビーが 1990 年代初頭に受けた美術教育は、N・C・ワイエスとアン

ドリュー・ワイエスを中心とする、ブランディワイン地域の絵画の伝統に根ざしていました。ワイエス親

子は、アメリカの暮らしを親密なまなざしで描くことで、リージョナリズムを形づくりました。二人の肖

像画は、当時の伝統的な肖像画とは異なり、人物の感情や個性を浮かび上がらせています。一方、風景画

には広大で寒々とした空気が漂い、農場での厳しい暮らしの現実がしばしば映し出されています。彼らも

また、メイン州ポート・クライドにある一家の夏の家兼アトリエで、海岸を観察することに多くの時間を

費やしました。 

 

ある意味で、リージョナリズムとロマン主義には共通するところがあります。どちらも進歩を重視する潮

流に背を向け、個人の知覚や表現を重んじたからです。ワイエス家の画家たちは、描く対象やその周囲か

ら感じ取られる情感を捉えようとしました。一方、ターナーと北斎は、刻々と変わる空や打ち寄せる波を

描くため、繰り返し海へと向かいました。いずれも、それぞれの土地にとって切り離すことのできない生

命の源に向き合っていたのです。それから長い年月を経た今も、ルビーが繰り返し海に向き合うことは、

なおラディカルな力を帯びています。捉えがたい海の姿と格闘し続けるうちに、ルビーはやがてその圧倒

的なスケールと激しい変化に身を委ね、そこに海への敬意が生まれます。海は人の力で支配できるもので

はないと認めることで、繰り返し海へと立ち返る行為は、畏敬の念と切り離せない、海を守る責任を担う

行為となるのです。 

 

スターリング・ルビーは 1972 年生まれ。光沢のあるポリウレタンやブロンズ、鋼鉄を用いた立体作品か

ら、ドローイングやコラージュ、ふんだんに釉掛けした陶器、油彩画、写真、映像、さらにはキルト、タ

ペストリー、衣服、ソフトスカルプチャーといった布作品まで、多様な素材や技法を駆使する。ルビーの

作品では常にさまざまな要素が緊張関係を保ち、危うい均衡を成り立たせており、社会の中の暴力や圧力、

美術史に関わる問題のほか、自身の過去も扱われる。全ての作品において、流動と静止、ミニマリズムと

表現主義、純粋さと汚れの間で揺れ動く作家像を見ることができる。 

 

ルビーはこれまで MAMO Centre d'arte de la Cité radieuse de Marseille （マルセイユ、2025 年）、草月会

館（東京、2023 年）、Galleria Doria Pamphilj（ローマ、2021 年）、Museum of Cycladic Art（アテネ、

2021 年）、ICA マイアミ（2019 年）のち ICA ボストン（2020 年）へ巡回、Museum of Arts and Design

（ニューヨーク、2018 年）、ベルヴェデーレ美術館 冬の宮殿（ウィーン、2016 年）、FRAC シャンパーニ

ュ＝アルデンヌ（ランス、2012 年）のちジュネーヴ現代美術センター（ジュネーヴ、2012 年）、ローマ現

代美術館（2013 年）に巡回のほか、ロサンゼルス現代美術館（2008 年）等で個展を開催。2014 年には 光



 

州ビエンナーレ、台北ビエンナーレ、ホイットニー・ビエンナーレに参加。  

 

ルビーの彫刻作品「DOUBLE CANDLE」（2018 年）はハーシュホーン博物館と彫刻の庭（ワシントン

DC）に常設され、今秋の彫刻庭園リニューアルオープンにあわせて再公開の予定。またそのほかニュー

ヨーク近代美術館、グッゲンハイム美術館（ニューヨーク）、シカゴ現代美術館、ロサンゼルス現代美術

館、ハマー美術館（ロサンゼルス）、サンフランシスコ近代美術館、テート・モダン（ロンドン）、パリ市

立近代美術館、ポンピドゥー・センター（パリ）、ストックホルム近代美術館、国立国際美術館（大阪）、

愛知県美術館を含む多くのコレクションに作品が収蔵されている。 

 

ぜひ、貴誌・貴社にてご紹介くださいますよう、よろしくお願いいたします。なお、掲載用写真の貸出など、ご質問が

ございましたら下記までお問い合わせください。 

タカ・イシイギャラリー 展覧会担当: 上松エリサ プレス担当: 野田舜士 (press@takaishiigallery.com) 

Seiya Nakamura 2.24 Inc. 田邉友里恵 (yurie@seiyanakamura224.com)、尾崎悠一郎 (yuichiro@seiyanakamura224.com) 

 

タカ・イシイギャラリー 六本木: 〒106-0032 東京都港区六本木 6-5-24 complex665 3F 

tel: +81 (0)3 6434 7010 fax: +81 (0)3 6434 7011 営業時間: 12:00 – 19:00 定休日: 日・月・祝祭日  

タカ・イシイギャラリー 京橋: 〒104-0031 東京都中央区京橋 1-7-1 TODA BUILDING 3F 

tel: +81 (0)3 6434 7010 fax: +81 (0)3 6434 7917 営業時間: 11:00 – 19:00 定休日: 日・月・祝祭日  

e-mail: tig@takaishiigallery.com website: www.takaishiigallery.com 

 

 
 

Sterling Ruby 

“Ocean (9210)”, 2026 

Watercolor and pen on paper 

30.5 x 45.7 cm 

 

© Sterling Ruby 

Photo: Sterling Ruby Studio 

 

Sterling Ruby 

“SP. H. Creation Myth.”, 2026 

Spray paint on synthetic canvas 

243.8 x 243.8 cm 

 

© Sterling Ruby 

Photo: Sterling Ruby Studio 

 


